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　新しい被保険者証(若草色)を、平成26年７月下旬に、ご自宅に簡易書留にて郵送いたします。 
　ピンク色の被保険者証は、平成26年８月１日以降ご使用になれません。新しい被保険者証(若草色)が届
きましたら、８月１日以降にピンク色の被保険者証は役場保険福祉課に返却するか破棄してください。
　また、平成26年８月１日以降、病院や薬局の窓口では、新しい被保険者証(若草色)を提示してください。

《 住民税非課税世帯に属する被保険者の方へ…… 》 
　住民税非課税世帯に属する方は、通院の際に『限度額適用・標準負担額減額認定証』を病院の窓口へ
提示すると、窓口での支払いを自己負担限度額までにとどめることができます。
　また、入院の際に提示すると食事代が減額されます。
　この減額認定証の交付を受けるには、申請が必要です。
　住民税非課税世帯に属する方は、役場保険福祉課へ申請してください。 

保険料について

　後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりに対して保険料を計算します。
　原則、７月中旬頃に保険料額及び納付方法の通知を役場から送付します

○保険料の計算方法
   保険料額は被保険者全員が定額を負担する「均等割額」と、その方の所得に応じて負担する「所得割額」
の合計額になります。 
〇平成26・27年度の保険料の計算方法は下記のとおりです。 

〇国の制度改正にともない、平成26・27年度保険料率の改定に当たって、以下の見直しを行いました。
　・低所得者への保険料軽減（均等割２割・５割軽減）の対象拡充
　・賦課限度額の引上げ（年55万円→年57万円） 

※総所得金額等とは
　・各収入から必要経費（公的年金控除額や給与控除額等）を差し引いた所得の合計額で、申告分離課税
　　の所得金額や山林所得金額を含みますが退職所得は含みません。
　・遺族年金や障がい年金は収入に含みません。
　・各種所得控除（社会保険料控除・配偶者控除・扶養控除・医療費控除等）は適用されません。
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43,050 円 （賦課限度額57万円）

被保険者証が変わります。被保険者証が変わります。

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

被保険者証について


